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本論文 は， （社）北海道獣 医師会雑誌 （54：238－241，2010） に掲載 された ものである．連絡著者 である浅
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要約

2005年 から2010年 にかけ，苫小牧市および別海町で発見されたオオハクチョウ3例 について，酪農

学園大学野生動物医学センターで剖検を行った．3例 とも栄養状態は良好であり，外傷や外貌の汚れは

認めなかった．内部所見としては暗赤色流動性の血液，心臓周辺を主とした各臓器および血管のうっ

血，口腔および気管粘膜の溢血点，唾液などの液状成分により著 しく膨化した食パンによる咽頭部閉

塞が共通所見として認められた．咽頭閉塞では神経系の反射的心停止が知られることから，これら3

例の主要な死因と推察された．

序文，背景

オオハクチ ョウ（Cygnusoygnus） はカモ 目カモ科に属す大型の水鳥であ り， ロシア

北方で繁殖 し， 日本列島には冬鳥 として飛来，越冬する［5，10］．この種が生息す る

自然環境は主に淡水域および汽水域で， これに加 え田畑や公園などで も認 め られ る．

自然環境下ではアマモやマ コモなどの被子植物 （水草），耕作地では落ち籾などのほか，

水棲 の昆虫や貝類な どの無脊椎動物，まれには小魚な ども摂食するとされ，この種の

食性 は植物中心の雑食性である［4，5］．

この種の優美な姿はか ら古来より人々を魅了 し，絵画 ・詩歌などの題材 とされ，あ

るいは高級料理の珍重な食材 として重用 されるな ど，人間社会 と深 く関わってきた，

今 日では狩猟対象種ではないが，人々のこの種への特別な「思い」は不変であるよ うで，
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全国各地の飛来地では動物保護の象徴種あるいは観光資源化の 目玉な どを掲げ，餌付

け活動が行 われている［5，7］．人工給餌 は不足傾向にある天然餌資源 を補 う緊急避難

的な措置 として開始 されたが，前述 した飛来地の中には （元々天然餌資源が存在 しな

い）場 に継続的な人工給餌 を行い，無理矢理呼び寄せた事例 も発生 している．また，

自然飛来地であって も突発性寒波によ り餌付け依存個体が大量死 した事例 も知 られ

てい る［7］．これ らに関 し，現在の ところ国レベルの法的規制は存在 しないが （いわゆ

るグ レイ ゾー ンと称す），地方 自治体 を中心に独 自の規制を呼びかける試みが続 けら

れている．そのような中，国内複数箇所の飛来地で発見 されたオオハ クチ ョウの死体

か ら高病原性鳥インフルエ ンザ ウイルスが検 出されたことなどを受け，公園管理の当

事者，民間 自然保護団体，野鳥愛好家な どの中から，人工給餌を自粛，反省する動き

も増 えているとい う［7，9］．そのよ うな背景の中，筆者 らは食パ ンが咽喉を栓塞 し，

それが主要な死因 と考 えられ るオオハクチ ョウについて剖検を行 う機会を得たので

その記録を公表 し，今後の有機的な論議 を展開す る為のデータとしてここに報告する．

材料 と方 法

2010年1月21日 ，北海 道苫 小牧 市 ウ トナ イ湖 畔 にて， オオハ クチ ョウ（Cygnus

cygnus）1個 体 の死 体が発 見 され た （図1） ．当該 死体 は環境省 ウ トナイ湖 野生鳥 獣保護

セ ンター に収 容後 ，冷凍保 存 され ，同年3月 に酪 農学 園大 学野生 動物 医学セ ン ター （以

下WAMC） に剖検 のた め搬 送 され た ．本 報 告は この剖検 事例 を中心に記述 す るが，WAMC

にて経験 した過去 の 関連 参考 事例 もこれ を機会 に併 記す る．す なわ ち，2005年2月1

日お よび2006年1月19日 に野付郡別 海 町尾岱 沼 白鳥台 にて収容 され たオオハ クチ ョ

ウの事 例 で あ る ．そ れ ぞ れ の事 例 を 区別 す る必 要 が あ るた め， ウ トナ イ の事 例 は

AS9627（WAMCカ 〈Vテ番 号 を示 す ．以下 同様），尾岱 沼 の事例 はAS5842お よびAS6025

と し，体部 測定 ，剖検 お よび病原 体保 有状況 な ど一連 の分析 を実施 した ．作業者 の安

全性 に配 慮 し，イ ンフル エ ンザ ウイル ス簡 易試験 キ ッ ト（デ ンカ生研 製 「クイ ックSイ

ンフルA・B生 研 」）お よび ウエ ス トナイ ル熱 ウイル ス簡易 試験 キ ッ ト（米 国Medical

AnalysisSystems，Inc． 社製 「WNV／SLEVecTest」 ：同 ウイル ス のモ ノク ロ抗体 応用 し

た もの）を用 い てス ク リーニ ン グ検 査 を実施 し， 陰性 結果 を確認 後 ，作業 を行 っ た．

まず ，外部 寄生 虫の検 索後 ，体測 お よび剖検 を定 法 に従 っ て実 施 した．各臓 器 お よび

消化 管 の ほぼ全量 につ いて実体 顕微鏡 下 で精査 し，寄生蠕 虫類 を検 索 した．残 余臓器

図1． 外 貌 （ウ トナ イ 個 体AS9627） ．

一

． 与

図2． 口腔 内 （ウ トナ イ 個 体AS9627） ．
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および筋肉な どは今後の詳細検査試料 としてWAMC内 冷凍庫 （－20℃）で保存 された，

成績 と考 察

各個 体 の性別 ・齢 ・主要 部計 測値 は以 下の通 りで あっ た．

AS9627： オ ス成 鳥 ；体 重11000g， 全 長1580㎜ ，翼 開長2048㎜ ， 自然 翼長580㎜ ，最

大翼長645㎜ ，翼差301㎜ ，翼 幅344㎜ ，尾長192㎜ ，露 出哨峰長98．0㎜ ，全 哨峰長

118．6㎜ ， 階高43．6㎜ ， 哨幅35．0㎜ ，全頭長183．5㎜ ，ふ 瞭長108．4㎜ ．

AS5842： オ ス成 鳥 ；体重8450g， 全長1406㎜ ，翼 開長2240㎜ ， 自然翼長596mm， 最大

翼 長630㎜ ，翼差316㎜ ，翼 幅314㎜ ，尾長188㎜ ，露 出哨 峰長106，1㎜ ，全階 峰長121．8㎜ ，

哨高48．8㎜ ， 哨幅36、8㎜ ，全 頭長179．3㎜ ， ふ踪長106．7㎜ ．

AS6025： メ ス成 鳥 ；体重8200g， 全長1340㎜ ，翼 開長2120㎜ ， 自然翼長520㎜ ，最大

翼長554㎜ ，翼差232㎜ ，翼 幅322㎜ ，尾長183㎜ ，露 出哨 峰長96．4㎜ ，全 哨 峰長130．8㎜ ，

哨 高36．2㎜ ， 噛幅30．0㎜ ，全 頭長174．1㎜ ，ふ 踪長107．2㎜

全 ての検査 個体 にお いて ，前述 した ウイル スの簡易検 査 は陰性 で あった．また ，い

ず れ の個 体 とも成 鳥で皮 下脂 肪 の蓄積 は十分 で あった （餓 死否 定）．AS6025で 右大腿 部

に （死 亡後）食 痕 を認 めた以外 ，全 例 で明 らか な外 傷 は認 めず ，また，緑 便 に よる総排

泄 口付近 の汚 れ は認 め られ なか った （図1） （急性 鉛 中毒否 定）．全 例個 体 の 口腔 内観 察

に よ り，咽頭 開 口部お よび管 腔全域 が食 パ ン によ り栓塞 して いた所見 を得 た．

特 にAS9627で は，唾液 な どの液 状物 で膨化 したパ ンが喉頭部 開 口部 を塞 ぎ，気 道

の入 り口が確認 でき なか った （図2） ．栓塞 してい た食 パ ンの大 き さは長 さ12－13cm，

最 大幅3－4cm， 厚 さ3cmで あ り，上部食 道 に充満 していた （図3，5） ．血液 は暗赤色 で

流動 性 を示 し，諸臓器 お よび血 管 の充 血 ，穆 血が認 め られ，特 に，心臓 周辺 お よび肝

臓 ，腎臓 で顕 著 であ った （図4） ． また， 口腔 お よび気 管粘膜 に溢 血点 が認 め られ た．

この ほか，AS5842で は眼粘膜 に も認 め られ た．直腸 便お よび肝臓 色調 は常態 を呈 し，

や は り急 性鉛 中毒 を うかが わせ る所 見 は確 認 され なか った．また呼吸器 にお け る真 菌

結節 あるい は膿 蓄積 な ども無 く， この よ うな感 染症 も否 定 され た．

上記 の血液性 状 ，諸臓器 お よび血 管 の穆 血 お よび粘 膜 ，漿膜 下の溢血 点 の存在 は

図3． 食パ ンが詰まった状態の食道 （切開

前，中央半円状の膨化 した乳 白部）と

頚静脈欝血 （ウ トナイ個体AS9627） ．

図4． 心臓およびその周辺主要血管に

おける響血 （ウ トナイ個体AS9627） ，
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窒息死の一般 的な所見 とされ る［8，12］．これに加 え，異物による窒息死の場合は，

総死，絞拒死，溺死お よび圧迫 など他 の要因による窒息に比 して特異的な所見に欠 け，

眼粘膜の溢血点あるいは顔面の薔血を認 めない ことが多い とされる［12］．また，大容

量の食餌塊 を飲み込も うとした場合，咽頭粘膜 に分布す る上喉頭神経が刺激 を受け，

反射的な心停止が起こる現象があ り，これが死因に繋がることが報告 されてい る［8］．

以上の所見および これまでの報告事例を鑑み，今回の事例はいずれ も食パ ンが液状物

（唾液や飲水な ど）を吸収後，咽喉部 にて著 しく膨化 した状態 となり，気道栓塞による

窒息および／あるいは前述の心停止などを惹起 したものと推察 された．無論，栓塞子

となった食パ ンの由来 を剖検所見で言及す ることは出来ないが，各死体が発見 された

周辺状況か ら推測す るに，餌付けに用い られたものであることは明かである．なお，

得 られた食パ ンは70％エタノール液 による侵浸 ・防腐処理後に強制乾燥 され，環境事

件 を立証す るための証糠標本 としてWAMCに 保存 されている（図6）．

北海道 におけるオオハ クチ ョウの死因 としては，建造物や電線への衝突，交通事故，

密猟，鉛中毒，天敵による捕食および衰弱死な どが報告 されているが［11，13－16］，

今回の事例のよ うな人工給餌物が栓塞 となった致死例は報告 されていない．また，

WAMCで は本稿までに計68例 のオオハ クチ ョウの剖検が実施 されたが ［1，3，17，18］，

鉛 中毒死個体における上部消化管異常による嚥下困難の事例はあるものの（以上，本

報告の筆頭著者，吉野による未発表記録），健康個体が異物によ り直接的に窒息死す

るに至った事例は今回のものが初めてである．

餌付けが野生動物に与える影響 としては，採食や渡 りといった生態 を変化 させ るこ

とや栄養 の偏 りな ど間接的な影響が問題視 されてきたが，今回の事例 によ り直接的な

影響 として時に窒息死の原因となることが示 された．また，AS9627で 咽喉に詰まって

いたのは大 きめの塊であったが，他の2例 では約2cm四 方 と小型であった （図6左）． こ

のことは，例 え与 える餌 の形状がちぎった状態 であったとしても，食道 内でその小片

が重なって しま うことで，そのままの形状で与える場合 とほぼ同程度の危険性がある

ことを示 している．

芦

レ

tSEil

ヰ綴 ← －
s静

ピコ幽』 ぱ幽幽 ＝＝㎞（ 幽
図5． 詰 まっていた食パン （ウ トナイ個体

AS9627） ．
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図6． 乾燥 された栓塞原因 となった食

パ ン（証態標本 としてWAMCに 保存 中 ；

左，尾岱沼 白鳥台の個体AS6025， 右 ，

ウ トナイ個体AS9627） ．
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水鳥飛来地における餌付 けの現状は，生息地における水質の悪化や個体数 の増加 に

伴 う過密化，水鳥の種構成の偏 りなどの問題 を生 じているほか，感染症発生 リスクの

上昇や過度 の餌付 けにより野鳥の採食生態を変 えて しま うことが懸念 されている［2，
6，7］．また，餌 として与え られてい るものは地域によって多様であり，本来の食物

ではないものを餌 として与え られ た場合 に鳥類が受ける影響についてのデー タは殆

どない［7］．そ して，今回，給餌 された餌が直接 の死因となった．これを機 に，人工

給餌の改廃 を含 めたその意義や方 向性 に関す る有効 な論議が開始 され るこ とを希求

したい．
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